
第６回県政インターネットモニターアンケート集計結果

大規模国際スポーツイベントのレガシー継承に関するアンケート

観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

ふじのくに福産品に関するアンケート

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上（小数第二位を四捨五入）、合計が

100％にならない場合がある。

○大規模国際スポーツイベントのレガシー継承に関するアンケート

ラグビーワールドカップ 2019 日本大会及び東京 2020 オリンピック・パラリン

ピックの自転車競技（ロードレース、トラック・レース、マウンテンバイク）が

静岡県で開催されました。

県では、これらの世界的大規模スポーツイベントの本県開催を通じて得たソフ

ト・ハードの資源を活用し、レガシーの継承に取り組むための仕組みづくりに積

極的に取り組んでおります。

今後の取組の参考とさせていただきたいので、アンケートに御協力ください。

○観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

観光の発展は、国内外からの交流人口の拡大により、地域産業の活性化や雇用

創出などの経済的効果に加え、異なる価値観の尊重や国際的な相互理解の促進、

地域への愛着や誇りの醸成など、多岐に渡り大きな効果が期待できます。

新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた観光産業の早期回復と、

将来的な本県観光の持続的な発展に向けて、県民の旅行状況や旅行者の受け入れ

に対する意識などを把握することにより、今後の観光施策の参考とさせていただ

きたいので、御協力をお願いします。

○ふじのくに福産品に関するアンケート

本県の福祉的就労を行う人の平均工賃月額は、コロナ禍の影響を受け、令和２

年度で 15,529 円と低水準に留まっていることから、工賃水準の更なる向上が必

要とされています。

県では、令和元年度から障害のある人の製作する授産品の愛称を「ふじのくに

福(ふく)産(さん)品(ぴん)」とし、福産品の継続的な購入を呼び掛ける「一人一

品運動」に取り組んでいます。

一方、コロナ禍によりイベント等で福産品を販売する機会が減少するなど、福

産品の販売拡大や障害のある人の工賃向上には課題がある状況です。県民の皆様

からご意見を伺い、今後の取組の参考としたいので、ご協力をお願いします。



カテゴリー名 回答者数 ％

男性 259 45.1%

女性 312 54.4%

その他 3 0.5%

10代 6 1.0%

20代 34 5.9%

30代 53 9.2%

40代 126 22.0%

50代 145 25.3%

60代 107 18.6%

70代 84 14.6%

80代 19 3.3%

90代 0 0.0%

賀茂 6 1.0%

東部 174 30.3%

中部 218 38.0%

西部 175 30.5%

県外 1 0.2%

自営業 35 6.1%

会社員 198 34.5%

公務員 13 2.3%

パート・内職従事者 109 19.0%

学生 27 4.7%

無職 170 29.6%

その他 22 3.8%

回答者数：574人（回答率：84.8％）

性別

住所

年代

職業



○大規模国際スポーツイベントのレガシー継承に関するアンケート

問１ あなたは、最近（過去５年間で）ラグビーフットボール（以下、「ラグビー」

という）を観戦したことがありますか。（回答数は１つ）

１ 競技場・テ
レビ（パブリック
ビューイング（大
型スクリーンに
よる試合観戦）
を含む）両方で
観戦したことが

ある 9.4%

２ 競技場で観
戦したことがあ

る 5.2%

３ テレビ（パ
ブリックビューイ
ング（大型スク
リーンによる試
合観戦）を含

む）で観戦した
ことがある 36.8%

４ 観戦したこ
とがない 48.6%

n=574（回答数１）



問１－２ 問１で選択肢４を選択された方に伺います。あなたがラグビーを観戦した

ことがない主な理由は何ですか。（回答数は１つ）

１ ラグビーを
含め、スポーツ
観戦に興味が無

いから 33.3%

２ スポーツ観
戦に興味はある
が、ラグビー観
戦に興味がない

から 21.9%

３ 観戦する機
会がないから 

21.9%

４ 観戦したい
が、他の用事で
忙しいから 2.9%

５ ラグビーの
ルールを知らな
いから（ルール
が難しいから） 

16.5%

６ その他 3.6%

n=279（回答数１）



問２ あなたは、エコパスタジアムでラグビーワールドカップ 2019 が開催されたこ

とを知っていましたか。（回答数は１つ）

１ エコパスタ
ジアムで開催さ
れたことを知っ
ている 80.3%

２ エコパスタ
ジアムで開催さ
れたことは知ら
ないが、日本で
開催されたこと
は知っている 

8.7%

３ ラグビー
ワールドカップ
2019が日本で開
催されたことを
知らない 11.0%

n=574（回答数１）



問３ ラグビーに対する関心について教えてください。(回答数は１つ）

１ 元々関心が
あった 17.9%

２ 以前は関心
が無かったが、ラ
グビーワールド

カップ2019を通し
てラグビーに関心
が湧いた 23.9% ３ 以前は関心

が無かったが、ラ
グビーワールド

カップ2019後にラ
グビーに関心が湧

いた 11.8%

４ 特に関心がな
い 46.3%

n=574（回答数１）



問３－２ 問３で選択肢１から３を選択された方に伺います。今後ラグビーに関し

てどのような考えをお持ちですか。(複数回答可）

47.1%

60.4%

1.3%

16.9%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１ 実際にスタジアムへ足を運び試合を
観戦したい

２ テレビでラグビーの試合を見たい

３ ラグビーをやってみたい

４ ラグビーのイベント等があれば行っ
てみたい

５ その他

n=308（複数回答可）



問４ ラグビーワールドカップ 2019 終了後、本大会のレガシー（受け継がれていく

遺産）として、どのようなことを期待しますか。(複数回答可）

43.2%

27.0%

35.2%

27.0%

29.4%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１ 小学生世代等へのラグビーの普及・ラ
グビーファンクラブへの加入促進等、ラグ

ビー競技人口、ファンの拡大

２ ラグビー文化を支え、発信できる人材
の育成・発掘

３ 観光資源やスポーツ施設等を有効活用
した国際試合の誘致・開催によるラグビー

を通じた国際交流の拡大・促進

４ 地域ラグビークラブの創設等、学校教
育以外でラグビーを学ぶことができる体制の

整備

５ ラグビーボールが身近にあること、ラ
グビーポール設置など、気軽にラグビーに

楽しむことが出来る環境の整備

６ その他

n=574（複数回答可）



問５ 県ではラグビー関連の情報を積極的に発信していきます。どのような手段が最

も効果的だと思いますか。（複数回答可）

問６ ラグビーワールドカップ 2019 日本大会静岡県開催や、そのレガシーの継承等

について、ご意見などがありましたら、ご自由にお書きください。（500 文字以内）

74.0%

13.2%

34.1%

44.6%

41.5%

29.3%

16.6%

5.7%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１ テレビ

２ ラジオ

３ 新聞

４ インターネット

５ SNS（Twitter、Facebook等）
の活用

６ 街中へのポスター、横断幕、バ
ナー等の掲示

７ ラグビー以外の他競技のスポー
ツイベント・試合でのＰＲ

８ わからない

９ その他

n=574（複数回答可）



東京 2020 オリンピック・パラリンピック（ロードレース、トラック・レース、マウ

ンテンバイク）静岡県開催のレガシー継承に関するアンケート

問７ 日頃のスポーツ振興に関連する自転車の利活用状況について教えてください。

（複数回答可）

19.7%

38.9%

6.8%

0.5%

2.6%

47.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１ 通学、通勤での利用

２ 休日等での自宅周辺の散策、買
い物、サイクルツーリズム

３ 観光地等でのツーリング

４ 自転車競技への参加

５ その他

６ 自転車を利用しない

n=574（複数回答可）



問８ 今後、東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機に取り組むべき課題で

県に期待することは何ですか。（複数回答可）

問９ あなたはパラスポーツ（ボッチャ、パラサイクリング、ブラインドサッカー、

車いすラグビー等）を知っていますか。（回答数は１つ）

58.7%

21.4%

21.3%

29.3%

30.7%

29.8%

25.3%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１ 幅広い世代へのスポーツの普及・拡大

２ キャンプ・合宿の誘致

３ スポーツツーリズムの受入環境整備

４ 障がい者に対する理解等の促進

５ スポーツを通じた国際交流の推進

６ スポーツを通じた地域ブランドの向上

７ 感染症対策を活かした安心安全のくらしの実
現

８ その他

n=574（複数回答可）

１ 知って
いる 86.2%

２ 知らな
い 13.1%

３ その他 
0.7%

n=574（回答数１）



問 10 あなたはパラスポーツ（ボッチャ、パラサイクリング、車いすラグビー等、障

害のある人のために考案されたスポーツ）を体験したことがありますか。（回答数は

１つ）

１ 体験した
ことがある 

8.2%

２ 体験した
ことはない

が、興味があ
るので機会が
あったら体験
したいと思う 

50.5%

３ 興味がな
い 39.7%

４ その他 
1.6%

n=574（回答数１）



問 11 東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催前と現在でにどのように気持ち

が変わりましたか。（複数回答可）



問 12 今後パラスポーツ振興を進める上で、どのような取組が重要だと思いますか

（複数回答可）



問 13 県では自転車競技、パラスポーツをはじめとしたスポーツ関連の情報を積極的

に発信していきます。どのような手段が最も効果的だと思いますか。（複数回答可）

問 14 東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技の本県開催（新型コロナ

ウイルス感染症対策を含む）、県内のオリンピック・パラリンピックの盛り上がりに

ついて御意見などがありましたら、御自由にお書きください。（500 文字以内）

担当課 スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツ政策課

ＴＥＬ 054-221-2504

ＦＡＸ 054-221-2980

メール sports-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp



○観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

問１ 令和３年１月から 12 月までの１年間に、宿泊を伴う旅行に、どの程度行きま

したか。（回答数は 1つ）

１ 10回以上 
1.0% ２ ７回から

９回 1.2%

３ ４回から
６回 5.6%

４ ２回から
３回 17.4%

５ １回 
17.4%

６ 行ってい
ない 57.3%

n=574（回答数１）



問２ 旅行先をどのように探しますか。（回答数は３つまで）



問３ 旅行先を選ぶときに、料金以外にどのようなことを重視しますか。（回答数は

３つまで）



問４ 旅行先でどのようなことが印象に残りますか。（回答数は３つまで）



問５ 観光客の受入について、どのように考えますか。（回答数は１つ）

１ ぜひ来てほ
しい 28.7%

２ できれば来
てほしい 35.4%

３ あまり来な
いでほしい 

16.2%

４ 絶対に来な
いでほしい 1.9%

５ 特に何も思
わない 12.5%

６ その他 5.2%

n=574（回答数１）



問５－２ 問５で選択肢１または２を選択された方に伺います。その理由は何ですか。

（回答数は２つまで）



問５－３ 問５で選択肢３または４を選択された方に伺います。その理由は何ですか。

（回答数は２つまで）



問６ あなたの住む地域に対して誇りや愛着を持っていますか。（回答数は１つ）

１ 非常に
持っている 

22.0%

２ ある程
度は持って
いる 61.3%

３ あまり
持っていな

い 11.8%

４ まった
く持ってい
ない 3.1%

５ わから
ない 1.7%

n=574（回答数１）



問６－２ 問６で選択肢１または２を選択された方に伺います。あなたの住む地域を

訪れた方に、地域の魅力を紹介できますか。（回答数は１つ）

１ 十分に
紹介できる 

11.3%

２ ある程
度は紹介で
きる 69.2%

３ あまり
紹介できな

い 18.2%

４ まった
く紹介でき
ない 1.0%

５ わから
ない 0.2%

n=478（回答数１）



問７ 新型コロナウイルス感染症の拡大前と現在で、国内旅行に対する気持ちに変化

がありましたか。（回答数は１つ）

１ 拡大前よ
りも、旅行意
欲が高まって

いる 7.8%

２ 拡大前と
同程度、旅行
意欲がある 

32.6%
３ 拡大前よ
りも、旅行意
欲が減った 

40.9%

４ 拡大後も
しばらく旅行
意欲があった
が、今は旅行
意欲がない 

10.5%

５ 国内旅行
に行かない 

8.2%

n=574（回答数１）



問７－２ 問７で選択肢１から４を選択された方に伺います。今後国内旅行に行くか

どうか判断する際、何を基準にすると思いますか。（回答数は２つまで）

23.9%

30.0%

63.2%

10.4%

28.1%

2.7%

7.6%

5.3%

0.0% 50.0% 100.0%

１ 旅行先の自治体の来訪自粛要
請の解除

２ 旅行先の新型コロナウイルス
感染症防止対策

３ 旅行先の感染状況の落ち着き

４ 旅行者本人のワクチン接種の
完了

５ 宿泊割引などの誘客キャン
ペーンの開始

６ 友人・知人等の旅行再開

７ ＷＨＯによる新型コロナウイ
ルスの終息宣言

８ その他

n=527（回答数２つまで）



問８ 新型コロナウイルス感染症の拡大前と現在で、海外旅行に対する気持ちに変化

がありましたか。（回答数は１つ）

１ 拡大前より
も、旅行意欲が
高まっている 

5.1%

２ 拡大前と同
程度、旅行意欲

がある 19.0%

３ 拡大前より
も、旅行意欲が

減った 27.2%
４ 拡大後もし
ばらく旅行意欲
があったが、今
は旅行意欲がな

い 7.8%

５ 海外旅行に
行かない 40.9%

n=574（回答数１）



問８－２ 問８で選択肢１から４を選択された方に伺います。今後海外旅行に行くか

どうか判断する際、何を基準にすると思いますか。（回答数は２つまで）



問９ 新型コロナウイルス感染症の拡大で、旅行に関する意識や行動の変化はありま

したか。（回答数は３つまで）



問 10 今後どのような観光をしたいですか。（回答数は３つまで）



問 11 今後どのような観光を避けたいですか。（回答数は３つまで）



問 12 静岡県では、多彩な観光資源を活用したサステナブルツーリズム※を推進して

います。サステナブルに関して、旅行する際にどのようなことを心がけていますか。

（回答数は２つまで）

※訪問客、業界、環境及び訪問客を受け入れるコミュニティのニーズに対応しつつ、

現在及び将来の経済、社会、環境への配慮を十分に考慮した観光



問 13 今後１年間において、よりサステナブルな旅行を心がけたいですか。（回答数

は１つ）

問 14 今後の県の観光施策に関して、ご意見やご提案等がありましたら、ご自由にお

書きください。（500 字以内）

担当課名 スポーツ・文化観光部観光交流局観光政策課

電話 054-221-3617

FAX 054-221-3627

メールアドレス kankou2@pref.shizuoka.lg.jp

１ 心がけて
いきたい 

53.1%
２ 特に心が
けない 20.7%

３ わからな
い 26.1%

n=574（回答数１）



○ふじのくに福産品に関するアンケート

問１ あなたは、障害者施設で製作する授産品の愛称「ふじのくに福産品」を知って

いますか。（回答数は１つ）

問２ 「ふじのくに福産品」の販売場所を知っていますか。（回答数は１つ）

１ 知って
いる 26.7% ２ 聞いた

ことはある
が、何を表
している名
称か知らな

かった 
22.6%

３ 知らな
い 50.7%

n=574（回答数１）

１ 知って
いる 19.7%

２ 知らな
い 80.3%

n=574（回答数１）



問３ 「ふじのくに福産品」を購入したことがありますか。（回答数は１つ）

１ １週間に１回
以上購入する 

0.2%

２ １か月に１回
以上購入する 

1.0%

３ 年に数回購入
する 5.9%

４ 過去に購入し
たことがある 

15.2%

５ 購入したこと
がない 56.3%

６ わからない 
21.4%

n=574（回答数１）



問３－２ 問３で選択肢１から４を選択された方に伺います。どのような「ふじのく

に福産品」を購入したことがありますか。（複数回答可）



問３－３ 問３で選択肢１から４を選択された方に伺います。どこで「ふじのくに福

産品」を購入しましたか。（複数回答可）

問４ 「ふじのくに福産品ＷＥＢカタログ」（https://s-seihin.jp）を知っています

か。（回答数は１つ）

１ 知って
いる 5.7%

２ 知らな
い 94.3%

n=574（回答数１）



問５ 「ふじのくに福産品」にどのようなイメージを持っていますか。（複数回答可）



問６ 「ふじのくに福産品」が広く継続的に購入されるには、どのようなことが必要

だと思いますか。（複数回答可）

問７ 「ふじのくに福産品」についてご意見がありましたら、ご自由にお書きくださ

い。（自由記述）

担 当 健康福祉部障害者支援局障害者政策課

電話番号 054-221-3619

ＦＡＸ 054-221-3267

メール shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


